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１. はじめに

日本では､ 今､ 所得格差の問題が政治の大きな課

題となり､ 新聞やテレビでも頻繁に取り上げられて

いる｡ 確かに貧富の差が広がってきていることは否

めない事実である｡ しかし､ 世界に目を向けると､

日本でいう格差など格差のうちには到底入らないと

いう､ 貧しい国がたくさんある｡

カンボジアもそうした国の一つである｡ 因みに国

際連合に加盟している192ケ国の中でわが国の一人

あたりの��� (国内総生産) は､ 35�757ドルで､

世界第14位 (2005年度) である｡ これに対してカン

ボジアのそれは430ドル (2005年度) で世界第154位､

日本の83分の１である｡ また､ 日本の国家公務員の

平均年収は51�900ドル (2005年度) だそうだが､ カ

ンボジアのそれは600ドル程度で日本の約87分の１

に過ぎない｡ 物価が低いとはいっても人々の生活は

大変苦しい｡

カンボジアは､ かつてはインドシナ半島の大部分

を領土としたこともある高い文化と経済力を誇る帝

国であった｡ しかし､ 19世紀末にはフランスの植民

地となり､ その後1953年に独立したものの米ソ対立

の冷戦のなかで翻弄され､ 激しい内戦が長い間続い

た｡ その結果､ 国は崩壊し､ 上述のように世界の最

貧国の一つになったのである｡ この10数年､ カンボ

ジアは国連を中心とする各国の支援により治安も経

済もかなり安定､ 発展してきた｡

しかし､ そうは言っても首都プノンペンの街の様

子は､ まだ1950年代の日本といった感じである｡ 首

都のなかに何ヶ所も広大なゴミの山があり､ そこで

は､ 日々の生活の糧を得るためにたくさんの子ども

達が働いている｡ スラムもあちこちにある｡ 仕事の

ない農村部の状況は一層深刻だ｡ また､ カンボジア

には多くの孤児 (０～17歳) がいる｡ その数は､ ユ

ニセフの2005年度の報告によると､ 実に67万人とい

うことである｡ 子ども達の栄養状態も厳しく､ ユニ

セフの報告では､ ５歳以下の子の50％が栄養不良で､

10人に１人が１歳になる前に死亡､ ７人に１人が５

歳になる前に死亡するとも言われている｡

貧しさのために就学できない子もまだ少なくはな

い｡ そうした子ども達の多くは親を助け､ よく働い

ている｡ しかし､ １日のその稼ぎは100円にも満た

ないという｡ また､ 貧しさの故に人身売買も珍しく

はなく､ まだあどけない女の子が信じられないよう

な安い値段で売り買いされているという現実もある｡

こうした貧しく､ 苦しい生活のなかでも､ 表面的

に見る限り子ども達や若者達の表情は概して明るく､

前向きに生きている感じがする｡ 実際にはどうなの

だろうか｡ 筆者はその実態を明らかにするために､
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簡単なアンケート調査を実施してみた｡ ここでは､

その結果を既存の日本の子ども達についてのデータ

と照らし合わせながら見てみたい｡

２. 調査の方法

(１) 調査対象：カンボジア王国カンダル州キエン

スヴァイの町にあるロティアン中学校の２年生

62名

(２) アンケート：調査は､ 質問紙法で行った｡ 質

問紙は､ 生活リズム､ 手伝い､ 学校や先生に対

する意識など子ども達の基本的な生活と意識を

問う質問､ 計12項目で構成されていた｡

(３) 実施の方法：教室で授業時間の一部を借りて

実施した｡ 実施にあたっては､ 質問紙の質問を

１項目ずつ､ 読み上げ､ 全員が回答項目をチェッ

ク､ あるいは文章で記述したことを確認しなが

ら進めるようにした｡

(４) 実施の日時：2008年５月２日

３. 調査の結果

� 生活リズムについて

日本の場合､ 11時以降就寝の子が中学２年生で

78�0％ (北九州市立教育センター, 2005)､ 起床時

刻については７時以降が53�4％を占めている (福岡

県岡垣町教育委員会, 2002)｡ 極めて遅寝､ 遅起き

の傾向が強いと言ってよいだろう｡ 当然睡眠時間は

短くなる｡ 福岡県 (2001) の調査によると､ 睡眠６

～７時間以下の子が中学２年生で75�7％にも達して

いる｡ これに対して､ カンボジアの中学生では11時

以降の就寝は皆無で､ ９時以前が64％を占めている

(図１)｡ また､ 起床時刻については７時以降は全く

いない｡ 非常に早起きで６時以前が87�3％となって

いる (図２)｡ 睡眠時間も８時間以上という子が

88�2％と､ 驚くほど高い割合を示している (図３)｡

なお､ 日本の子ども達も1947年当時は､ 小学校６年

生男子の場合で､ 平均10時間25分寝ている (園原太

郎他, 1952)｡

� 手伝いについて

手伝い体験をすることにより､ 子どもは親や色々

な人々が自分のためにしてくれることの意味や生活

の技能を知るようになる｡ また､ 自分はかけがえの

ない家族の一員なんだという感覚と共に有能感や自

尊感情を高めることにもなる｡ ところが､ 日本の子

ども達､ 特に中学生の場合､ 概してあまり手伝いを

していない｡ 例えば､ 北九州市教育委員会 (2000)

日本生活体験学習学会誌 第11号56

3.2

26.4

34.4

22.9

11.4

1.6
0 0 0

0

5

10

15

20

25

30

35

40

8 8 30 9 30 10 30 11 30

図１. 就寝時刻



カンボジアの子ども達の生活意識 57

8

14.5

24.2

37

16.1

0 0 0
0

5

10

15

20

25

30

35

40

5 30 6 30 7 30

図２. 起床時刻

0

4.9

6.5

22.9 22.9

19.6

14.7

8.1

0
0

5

10

15

20

25

図３. 睡眠時間



の調査によると ｢昨日､ 何か家の手伝いをしたか｣

という問いに対し ｢全然していない｣ という子が中

学２年生で63�4％を占めている｡ また､ 日本青少年

研究所 (2000) の高校生を対象とした調査では ｢あ

なたはふだん家の手伝いをしますか｣ という質問

に､ ｢ほとんどしない｣ ｢全くしない｣ と答えている

生徒が米国9�1％､ 中国9�9％に対して日本の場合３

倍近い29�9％もいる｡ カンボジアの中学生はどうだ

ろうか｡ 図４は､ ふだんどんな手伝いをしているか

質問した結果 (複数回答) を示したものである｡ 問

い方は違うが､ 手伝いをしていないという生徒はい

ない｡ ｢食事づくり｣ をはじめ様々な手伝いをして

いることがわかる｡

� なりたい職業について

日本の場合､ �������教育研究開発センター

(2005) によると､ ｢なりたい職業｣ について ｢ない・

無回答｣ という子が中学生で38％を占めている｡

｢なりたい職業｣ がある子についてその職種を見る

と､ 男女とも非常に多様だ｡ その中でも男子で比較

的多いのは野球選手 (3�7％)､ 次いでサッカー選手

(2�2％)､ 学校の先生 (2�2％)､ 医師 (1�8％) の順

である｡ 女子では保育士・幼稚園の先生 (9�7％)､

看護師 (3�8％)､ マンガ家・イラストレーター (3�8

％)､ 芸能人 (3�4％) の順となっている｡ カンボジ

アの中学生の場合､ ｢わからない｣ は1�6％で､ ほと

んどの子が何らかのなりたい職業を挙げている｡ そ

の中では ｢先生｣ ｢医師｣ が圧倒的に多いことが注

目される (図５)｡ しかし､ 職業選択の多様性とい

う点からすると､ 日本の子ども達に比べ非常に狭い｡

おそらく､ その理由は､ カンボジアは発展途上､ そ

れも大変厳しい状況にあり､ 周囲の大人が携わって

いる仕事の種類が限られていること関係しているの

ではないかと考えられる｡

� 学校に対する気持ち

日本の場合､ 日本青少年研究所 (2000) の調査に

よると､ ｢学校生活は楽しい｣ と感じている中学生

が ｢全くそう思う｣ ｢まあそう思う｣ を合わせて

75�7％いる｡ しかし､ その一方で ｢この世から学校

がなくなればよい｣ という中学生も ｢全くそう思う｣

｢まあそう思う｣ を合わせて41�4％を占めている｡

学校に対して複雑な気持ちをもっているようである｡

これに対して､ カンボジアの場合､ ｢学校は好きで

すか｣ という質問に全ての子が学校が ｢好きだ｣ と

答えている (図６)｡ カンボジアでは､ 各国の��	
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等の支援で建物としての ｢学校｣ はたくさんできて

きている｡ しかし､ しかし､ 理科室や音楽室､ 体育

館があるわけではない｡ 設備､ 教具もない｡ しかし､

そこには仲間がおり､ 先生がおり､ 勉強がある｡ 多

くの子ども達にとっては中学校に通えるだけで幸せ

なのである｡

� 教師と父親に対する尊敬の程度

子どもは､ 年長の人､ 自分を育ててくれる人､ 自

分に物事を教えてくれる人を尊敬することができれ

ば､ その教えを受け入れ､ 学ぶことができる｡ 自分

を律し､ 高めることができる｡ しかし､ 例えば､ 子

どもの前で親が教師を安易に批判したり､ 否定した

りしては､ 教師と子どもの信頼関係が築けなくなる

ばかりでなく､ 教師の教えを軽んじ､ 結果として子

どもの学力は高まらず､ 規範意識も育たなくなるだ

ろう｡ こうした尊敬の心は年齢とともに自然に身に

つくものではない｡ 子どもが幼い時から親や教師自

身が態度で示すと同時に､ 折にふれ､ きちんと教え

てやることが大切である｡ ところが､ 日本では戦後

｢尊敬｣ の心は教育界において軽視､ あるいは否定

され､ 子ども達の教師や親に対する尊敬度は他の国

の子ども達のそれに比べ驚くほど低くなっている｡

例えば､ 李仲濱・横山正幸 (2002) は中国と日本の

小学校６年生を対象に教師に対する尊敬意識を調べ

た｡ その結果､ 中国の６年生では､ ｢あなたは先生

を尊敬していますか｣ とい質問に対して84�4％の子

が ｢とても尊敬している｣ と答えていた｡ これに対

して日本の子どもでは ｢とても｣ が32�8％､ ｢まあ

まあ｣ が20�1％で､ 合わせても尊敬している子は

52�9％と大きな違いが見られた｡ 社会心理学者の東

洋大学教授中里至正ら (1997) も日本の他､ 中国､

韓国､ 米国､ トルコの中学生・高校生を対象に父親

に対する尊敬意識の調査を行っている｡ その結果を

見ると､ ｢父親を尊敬している｣ という割合は中国

96�9％､ 韓国64�9％､ 米国73�9％､ トルコ96�6％に

対して日本は45�1％であった｡ また､ ｢父親のよう

になりたい｣ については中国58�3％､ 韓国41�4％､

米国69�2％､ トルコ75�4％に対して日本は21�2％で

あった｡ カンボジアの中学生の場合はどうだろうか｡
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図７､ 図８が示すように教師に対しても父親に対し

ても尊敬度は極めて高い状態にある｡ 中学２年生と

いえば､ いわゆる第二反抗期の真っただ中にあり､

最も扱いにくい時期の子ども達である｡ しかし､ 学

校での授業態度は､ 非常に好ましい状態にある｡ 授

業中､ 勝手な言動をしたり､ よそ見をしているよう

な子はまずいない｡

カンボジアの教師は教師として十分なトレーニン

グを受けているわけではない｡ したがって､ 日本の

教師に比べると授業方法も概して未熟である｡ それ

でも授業中､ 好ましい状態が保たれている｡ その背

景には､ ここで明らかとなった教師に対する高い尊

敬意識が関係しているのではないかと考えられる｡

� 幸せ感

�������教育研究開発センター (1997) が､ 世界

６都市の小学校５年生を対象に行った調査では､

｢幸せ｣ と感じている子の割合は､ 北京 93�7％､ オー

クランド81�6％､ サンパウロ78�2％､ ソウル78�2％､

ミルウォキー73�0％､ 東京57�0％と､ 日本の子が最

も低くなっている｡ また､ ��	
�� 	������

��������
�����(国連児童基金イノチェンティ研

究センター) も経済開発協力機構 (��
�) に加盟

している21カ国の子ども達の幸福度をランクづけし

ている｡ ただ､ 日本については比較しうる十分なデー

タがないということで順位が示されていない｡ 但し､

孤独感については､ 他の国の15歳の平均が7�4％で

あるのに対して､ 29�8％とずば抜けて高い割合を示

している｡ さて､ カンボジアの子ども達については

どうだろうか｡ 図９が示すように圧倒的に多くの子

が ｢幸せ｣ だと答えている｡ ｢あまり幸せでない｣

と答えている子は4�8％で､ ｢全く幸せでない｣ とい

う子は皆無である｡ なぜ幸せだと思うのだろうか｡

調査ではその理由を書いてもらった｡ それをまとめ

たのが図10である｡ これを見ると､ ｢家族｣ がキー・

ワードになっている｡ 子ども達は経済的に貧しくと

も､ 家族と共に生活できることが一番の幸せだと考

えているのである｡ 実際､ カンボジア人の生活を見

ていると親子､ 兄弟姉妹､ 親戚の絆が今の日本では

想像できないほど強いことがわかる｡ 筆者はカンボ

ジアの子ども達の教育を支援する活動の過程で､ こ

れまで多くの若者達と交流の機会を得たが､ そこで

彼らの親や兄弟姉妹を思う場面に遭遇し､ 強く心う

たれることが度々あった｡

� 神様 (仏様) への３つの願い

横山正幸他 (1998, 2003) は､ 1996年から今日ま

で繰り返し､ 中国の新疆ウイグル自治区やトルコ共

和国を訪問し､ 現地の子ども達の生活について臨地

調査を行ってきた｡ 彼らの世界には日本のような深

刻ないじめや不登校がない｡ 調査は､ その理由を探

るためであった｡ その調査の過程で､ 子ども達に

｢神様が三つだけ願いをかなえて下さる｣ と言われ

たら何をお願いするか質問してみた｡ 図11がその結
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果である｡ 日本の子ども達なら､ 圧倒的に多いのが

｢お金｣ や ｢ゲームのソフト｣ など ｢物｣ である｡

ウイグルやトルコの子ども達の場合､ そうした願い

はほとんど出てこない｡ 親やきょうだいが健康であ

ること､ 自分の周りの人が幸せになること､ 国の発

展､ 友達がいっぱいできること､ 自分が健康である

こと､ 立派なお医者になって人の役に立つこと､ お

父さんの仕事のための車､ 国が平和であることなど

である｡ 自分のことだけでなく､ 周りの人々の幸せ

を願う子が多いのである｡ 今回､ カンボジアの子ど

も達にも同様の質問をしてみた｡ ただ､ カンボジア

は仏教国なので､ アンケートでは ｢神様｣ を ｢仏様｣

に変えて尋ねている｡ カンボジアの子ども達の場合､

多くの子がまず挙げているのは家族についての願い

である｡ ｢勉強ができるようになること｣ など自分

についての願いも高い割合で見られる｡ しかし､ こ

れも良い成績をとって将来いい仕事につき､ 親や家

族を幸せにしてあげたいという思いからのようだ｡

また､ ｢バイクや車が欲しい｣ というのも自分が遊

ぶためではない｡ カンボジアでは､ バイクは仕事に

行くための移動手段として生活上必需品だからであ

る｡ 家族についての願いが多いということと､ �で

述べたように最も多い幸せの理由が ｢家族｣ である

ということとは､ 子ども達の心の根底で密接につな

がっているようである｡

４. おわりに

今回の調査はサンプル数も少なく､ ここで明らか

にされた結果はあくまでも限定的なものである｡ し

たがって､ カンボジアの中学生の実態として普遍化

できるものではない｡ しかし､ そうだとしても日本

の子ども達の現状と照らし合わせながら見ていくと､

カンボジアの子ども達の生活と意識は日本の子ども

達よりかなり ｢健康的｣ な感じがする｡ 振り返って

みると､ 日本でも先生や親を尊敬し､ 早寝早起きで､

積極的に家の手伝いもし､ 家族の絆がしっかりして

いた時代が1960年頃まではあった｡

経済的に豊かなことは素晴らしいことである｡ し

かし､ 前掲の������の報告書でも指摘されてい

るように､ �	
 (国内総生産) の程度と子どもの

主観的な ｢幸せ感｣ とは必ずしも関係していないよ

うである｡

今後はサンプル数や質問項目を増やし､ このテー

マに関してより確かな実態を明らかにしてみたいと

思う｡
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図10. 幸せを感じる理由(幸せな時)
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ども達の教育を支援する会｣ のホームページに掲載した同名の
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